近世日光をめぐる歴史意識　――『日光山志』・『日光巡拝図誌』を中心として―― by 岩橋 清美
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幕府が東照宮に関する出版物を禁じていたことや、 関わ ことは秘事であり、そ 記録化が制限されて
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だけではなく 庶民の参詣も多かった。日光では参詣者は「堂者」 称され、一般的には山内の特定の坊の旦那になっていた。百姓・町人は案内人に先導され、麻上下着用の上、鰐口下まで進み賽銭・初穂料を奉納した。こうし 参詣者のために門前町で 簡易な案内書を刊行し 管見の限りでは、享保一三年（一七二七）に御幸町町人鷹橋義武（治郎左衛門）が執筆・板行した『日光山名跡誌』が最も古い。本書に 山内の堂社の説明を中心に、日光の名物や各方面からの里程が記されている。堂社 ついては、成立年代
・由来・建物の特徴を簡略にまとめた上で、位置関係を示
す挿絵が添えられ る 同書は好評を博し、その後、明和元年（一七六四） ・文政五年（一八二 ）には石屋 の遠藤喜六、天保一一年（一八四〇）に 同町の大島久兵衛
ら再版された。再版時には、日光八勝・日光奉行配下の役
人構成・山内の番所 位置等の情報が付け加えられた。また参詣者への便宜を図るため 『日光山名跡志』の内容 より簡略化した『日光山道しるべ』 （明和元・文政五年） 『日光山諸所案内手引草』 （寛政二・文政五・天保一 年）が板行された。これらの書物は日光社参時 刊行されたも で、本格的な地誌というべき内容 備えてはいない。その意味で、竹村立義の『日光巡拝図誌』は紀行文であり がら、挿絵が多く史跡 名所の考証が詳細で 全体として所図会的な要素が強い。よって本稿では、この二つを分析対象とした。
 




























勤務出精が認められて普請役元締格に任命されている。 著作には、 『日光山志』 のほかに 『武蔵名勝図会』 （文政三年）
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ていない。例えば巻一で引用されている文献は、そのほとんどが勝道上人を中心とする中世の歴史を記した部分で用いられている なお、勝道上人につい 、本来は『性霊集』 ・
『元亨釈書』 ・ 『高僧伝』を使用すべきであるが、それぞ




















外なる御長押うへは素木、鳳凰の高彫り、金彩色」 、 「御唐戸、黒臘色、金の唐草蒔絵、正面の御本間、御天井折揚げ二重の格天井、 その内へ岩、 紺青 て丸竜の彩色 形皆異なり」 といった表現が続き、 意匠が細かく記されている。
 （
14）





































図 1 岩沢瀉・栂桜の図 
（『日光山志』巻四、国文学研究資料館所蔵」） 
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また、景勝地の一つである男体山については、この山がかつて





















図 2 足尾銅山で働く女性の姿 
（『日光山志』巻之四、国文学研究資料館所蔵） 
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ざとせるものまれにハ人跡の絶たるを陟り 岩間に雨露をし ぎ日数へて帰りくるとなん、かゝるたぐひハ土人の世すがとすればにや 神もゆ させ給ふべし 彼の採薬 ついでにあつらへて、いたらぬ高山の奇勝を捜り得たるもあり、行法の秘密、宝庫の古書のごとき 僧徒について索め得るも なれど 其要をつくすことを得ず、たゞ大概をとれるのみ、こたび幕府 御参あるべ 仰せこ
とありと聞けるものか 、かのそうしをとりて十の巻




利用して東照宮および日光周辺を探索したとある。 『山志』 を刊行するに至った直接の契機は、 日光社参の挙行であり、



























次に、 『日光巡拝図誌』 （以下 『図誌』 と略す。 ） をもとに竹
村立義が日光をどのように見ていたのかを考えてみたい。


















































の中心とも言える部分で、東遊 延年之舞・御神輿行列・日光せめといった儀式が絵入りで説明されている。立義は金一〇〇疋を納め、大猷院殿参拝の許可を得ているが、山内の案内人に、別途、拝見料を渡すと、特別に参拝が許可されることがあったようであ しかし、規制も厳しく、大猷院殿で偶然耳にした延年之舞の唱歌を書き留めようとすると、 「秘事」である いう理由で許されなかった。後述するよう 、 「延年之舞」の記述を『山志』と比較す と、典拠： 『日光巡拝図誌』 （国文学研究資料館蔵）
 


















引用文献 五二点で、表２に示し 通りである。 『四神地名録』 ・ 『武蔵演路』 ・ 『国家万葉集』 ・ 『吾妻鏡』 ・ 『万葉集』 ・
『和名類聚抄』といった関東地域の地誌編纂の基本史料となる、地誌・歴史書・和歌集のほかに、日光 儀式の記録である冷泉為景の『日光山法華八講之記』等日光関係の文献収集を試みている点が興味深い。 『日光山法華八講之記』は、 『日光山志』にも全文が引用されており、知識人の間では基本文献として認識されていたのであろう。このほか、立義が入手できた日光関係書物には貝原益軒『日光名勝記
』 ・鷹橋義武『日光名跡志』 ・烏丸光廣『日光御遷座之記』






そも日光の儀礼は秘事であり それに纏わる記録類も特定の家が管理しているため、見るこ は非常に難しかった。武家が所蔵する記録類についても の存在を知り得て 披見には至らなかったことがわか 。しかし こ らの書目について、立義は「地誌目録」で確認したと記しており、武家や社 独占 た 録に関する情報 入手しえたことは注目される。
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で、知識をより確かで豊かなも にし った 地誌や文学作品等に された名所 訪れ、身体を通して体得することも実証だったのである。
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また、立義は旅行中に聞いた案内人の話を、江戸に戻った後、文献で調べ真偽の確認をしている。 『図誌』の中に、





































































図 3 奥院御廟 
（『日光巡拝図誌』国文学研究資料館所蔵』 































祭礼に行われた儀式である。 『山志』 によ ば祭礼当 朝五つ頃、神輿が新宮を出発する前に三仏堂前で行われた あ 一山の衆徒二人 頭を白の五条の袈裟でつつみ、緋緞子に牡丹唐















図 4 東遊 
（『日光巡拝図誌』巻三、国文学研究資料館所蔵） 






































図 5 延年之舞 
（『日光巡拝図誌』巻三、国文学研究資料館所蔵） 
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22） 『秩父巡拝図絵』 は 「編脩地誌備用典籍」 の印はあるもの 、 『編脩地誌備用典籍解題』 には収録されていない。
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35） 『鈴木三右衛門 記』 （東京都公文書館、二〇〇八年） 。
 
（
36）石井良助他編『御触書天保集成』下（岩波
書店、一九七七年）一七一～一七四頁。
 
